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1. 安全性
安全注意表示の種類

 警告:  -  は重傷または死亡につながる可能性の
ある手順または状況に関連する場合に使用されま
す。

 注意:  -  はこの製品の損傷につながることがあ
る手順または状況に関連して使用されます。

 メモ:  -  は重要な情報を強調するために使用さ
れます。

 ヒント:  -  はこのデバイスの特徴と機能を活用
する方法に関する追加のヒントを提供するために使
用されます。

ダイビングの前に
ダイビング機器の使用法、各種表示および制約事項
を完全に理解していることを確認してください。こ
のマニュアルまたはダイブコンピュータについてご
質問がある場合は、ダイビングをする前に、最寄り
の Suunto ディーラーにお問い合わせください。自
分の安全は自分の責任であることを常に念頭に置い
ておいてください。
このダイブコンピュータは圧縮空気での使用のみを
想定しています。
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安全についての注意
 警告: ダイブコンピュータは、ダイビング器材の

正しい使い方を習得したダイバーのみが使用してく
ださい。ダイビングの種類を問わず（フリーダイビ
ングを含む）、十分なトレーニングを受けていないダ
イバーは混合ガスの誤った使用や不適切な減圧など
のトラブルを起こすことがあり、これは重傷や死亡
事故につながる可能性があります。

 警告: 使用の際にはダイブコンピュータのクイ
ックガイドとオンラインユーザガイドに必ず目を通
してください。これを怠ると、誤った使用、重大な
怪我、死亡事故につながる恐れがあります。

 警告: たとえダイブテーブルまたはダイブコン
ピュータが作成した潜水計画に従ったとしても、す
べてのダイブプロファイルには減圧症（DCS）のリ
スクが存在します。減圧症及び酸素中毒を防ぐ事が
できるダイブコンピュータはありません。個人の体
調は日々変化しますが、ダイブコンピュータはそれ
らの変化を把握することはできません。減圧症の危
険を最小限にするためにも、機器が設定する曝露限
界内に必ず留まるようにしてください。安全のため
にも、潜水前に医師による体調チェックを行いまし
ょう。
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 警告:  ペースメーカーをご使用の場合は、スクー
バダイビングをしないことをお勧めします。スクー
バダイビングは、ペースメーカーに悪影響を及ぼす
ことがある肉体的ストレスをダイバーに与えます。

 警告: ペースメーカーをご使用の場合は、このデ
バイスを使用する前に医師にご相談ください。本デ
バイスが使用する誘導周波数がペースメーカーに干
渉する可能性があります。

 警告: 弊社の製品は工業規格に準拠しています
が、直接肌に触れたときにアレルギーまたは痒みが
起こることがあります。そのような場合は直ちに医
師の診察を受けてください。

 警告: 本製品は職業ダイバー用ではありません。
Sunnto のダイブコンピュータは、最大許容深度 80
メートルのレクリエーションダイビングでの使用の
みを想定しています。商業潜水または職業潜水で
は、ダイバーは減圧症のリスクが増大するような水
深や過酷な状況にさらされる可能性があります。こ
のため、商業上もしくは職業上の潜水活動のために
このデバイスを使用しないでください。

 警告: バックアップ器材を用意してください。
ダイブコンピュータを使用してダイビングをする際
には、常にバックアップ器材（水深計、残圧計、タ
イマーまたはウォッチなど）を使用し、ダイブテー
ブルをいつでも参照できるようにしてください。
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 警告: 安全上の理由から、単独ダイビングは決し
てしないでください。ダイビングはバディと一緒に
してください。また、減圧症（DCS）の発症の可能
性やタイミングが地上でのアクティビティによって
影響を受けることがあるので、ダイビング後は一定
時間、誰かと一緒にいる必要があります。

 警告: ダイビングを行う前に、毎回必ず潜水前の
安全点検を行ってください！ダイビングの前に、ダ
イブコンピュータが適切に機能しており、正しく設
定されていることを必ず確認してください。画面表
示が機能していること、バッテリー残量が十分なこ
と、タンク圧が正しいことなども確認してください。

 警告: ダイビング中、ダイブコンピュータの機能
や動作を定期的に確認してください。 正しく機能
していない場合には、直ちにダイビングを中止し、
安全に浮上して水面に戻ってください。 お使いの
ダイブコンピュータを点検する必要があるので、
Suunto カスタマーサポートにお電話にてご確認の
うえ、Suunto 認定サービスセンターまでお送りくだ
さい。
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 警告: ダイブコンピュータを使用中は、他のダイ
バーとの間で交換および共有しないでください。ダ
イビングまたは反復潜水中にダイブコンピュータを
装着していなかったダイバーには、ダイブコンピュ
ータの情報が適用されません。ダイブコンピュータ
のダイブプロフィールがユーザのものと一致しなけ
ればなりません。ダイブコンピュータ使用しなかっ
た場合、その後の潜水に関してダイブコンピュータ
が提供する情報は誤ったものとなります。いかなる
ダイブコンピュータでも、そのダイブコンピュータ
を使わずに行ったダイビングを考慮に入れることは
できません。そのため、ダイブコンピュータを使用
しないでダイビングをした場合には安全のために、
4 日以内はダイブコンピュータを使用することを避
けてください。

 警告: ダイブコンピュータを酸素を 40%以上含
む混合ガスにさらさないようにしてください。酸素
割合の高いエンリッチド・エアーには火災または爆
発の危険が存在し、重大な怪我または死亡事故を引
き起こす恐れがあります。

 警告: 必ずガスの内容を自分自身で確認し、且
つ、自分のダイブコンピュータにその分析値を入力
してから潜水してください。ガスタンク（シリンダ
ー）の中身の確認を怠ったり、ダイブコンピュータ
に妥当なガスの値を正確に入力（該当する場合）し
ないと、誤った潜水計画情報の原因となります。
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 警告: Suunto DM5 のようなダイブプランナー
ソフトウェアを使用しても、正しい潜水トレーニン
グに代わるものではありません。混合ガスを使用し
た潜水は空気潜水とは異なるリスクがあります。ト
ライミックス、トライオックス、ヘリオックス、ナ
イトロックス、またはそれらすべてを使って潜水す
る際、ダイバーはその種の潜水を行うための特別な
トレーニングを受けなければなりません。

 警告: 可燃性ガス付近でスントの USB ケーブル
を使用しないでください。爆発する可能性がありま
す。

 警告: いかなる場合においてもスントの USB ケ
ーブルを分解・改造しないでください。電気ショッ
クまたは発火する可能性があります。

 警告: スントの USB ケーブルはケーブルや部品
が破損している場合には使用しないでください。

 注意: USB ケーブルのコネクタのピンが伝導性
のあるものと絶対に触れないようにしてください。
ケーブルのショートし故障の原因となる恐れがあり
ます。
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緊急浮上
万が一、潜水中にコンピュータが故障した場合には
認定講習で習得した手段で緊急浮上をしてくださ
い。
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2. はじめに
2.1. ディスプレイの状態と表示
Suunto D4i には、4 つのメインモードがあります:時
刻、ダイブ、プラン、メモリー。 [MODE] を押して
モードを変更します。
ダイブモードがオフになっている場合を除き、ダイ
バーが 1.2 m（4 ft）より深く潜ると Suunto D4i が
ダイブモードに自動的に切り替わります。

DIVE              PLAN               MEM  

                                      

12:00

1.12 TH

12:00

1.12 TH

時刻モードとダイブモードの表示下段にサブモード
があり [DOWN] または [UP] でスクロールし切り替
えることができます。

2.2. 基本設定
Suunto D4i を最大限に活用するには、このマニュア
ルをよく読み、基本的な操作を繰り返し、各機能、
設定方法、操作方法を理解してください。ダイビン
グで使用する前には、必ず全ての必要な設定がされ
ていることを確認してください。
使い始める：
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1. ディスプレイが表示されるまでボタンを押して、
コンピューターを起動します。

2. [DOWN] を長押しし、General Settings（一般設
定）に切り替えます。

3. 時刻の設定。3.8.1. 時刻をご参照ください。
4. 日付の設定。3.8.2. 日付をご参照ください。
5. 単位の設定。3.8.3. 単位をご参照ください。
6. 設定を終了するには [MODE] を押します。
デフォルトのダイブモードは Air（エアー）です。
ダイブモードの詳細は、3.13. ダイブモードを参照し
てください。

2.3. アイコン
Suunto D4i は次のアイコンを使用します：
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4.

3.

9.

10.

2.

1.

7.

5.

6.

8.

アイコン 説明

1 デイリーアラーム

2 潜水アラーム

3 飛行機搭乗禁止

4 安全停止

5 タンク圧バーグラフ（トランスミッ
ター使用時）
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アイコン 説明

6 ワイヤレス・トランスミッター受信
表示（トランスミッター使用時）

7 バッテリー残量警告

8 AC 表示

9 潜水注意マーク

10 浮上速度バーグラフ

2.4. ソフトウェアバージョンのチェ
ック
このユーザーガイドは、Suunto D4i の最新のソフト
ウェアバージョンを対象としています。これより古
いバージョンをお使いの場合、一部の機能の操作が
異なる可能性があります。
ソフトウェアバージョンを確認するには：
1. [DOWN] を長押しし、設定画面に入ります。
2. [DOWN] を押して Version（バージョン）までス

クロールし、 [SELECT] を押してこの設定に入り
ます。

3. 情報の 1 行目に、ソフトウェアバージョンが示
されています。
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4. バージョン番号が V1.5.x（V1.5.x）以上の場合、
このセクションをスキップし、ユーザーガイドを
通常通りに読み進めてください。

5. バージョン番号が V1.2.x（V1.2.x）である場合、
以下のセクションで特定の機能の使用方法をお
読みください。

6. 設定を終了するには、 [MODE] を 2 回押します。

 メモ: バッテリー交換やその他の保守のために
正規スントサービスセンターにダイブコンピュータ
ーを送ると、ソフトウェアが最新バージョンに更新
されます。

ダイブモード
ダイブモードを起動するたびに、使用するモードを
選択することができます。
ダイブモードを変更する：
1. 時間モードで、 [MODE] を押してダイブモード

に入ります。
2. [UP] または [DOWN] で、使用したいダイブモー

ドまでスクロールします。
3. 事前チェックが完了するのをお待ちください。
ダイブモードの設定を変更するには、そのモードで
[DOWN] を長押しします。ダイブモードの設定につ
いての詳細は、本ユーザーガイドの該当するダイブ
モードの頁を参照してください。
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ストップウォッチ
3.20. ストップウォッチの説明にしたがって、時間モ
ードまたはダイブモードでストップウォッチにアク
セスします。
ストップウォッチを使用するには：
1. ストップウォッチを開始するには、 [DOWN] を

押します。
2. ストップウォッチを使用中に、 [DOWN] を押す

とスプリットタイムを測定できます。
3. ストップウォッチを停止するには、 [UP] を押し

ます。
4. ストップウォッチをリセットするには、 [UP] を

長押しします。

アプネアタイマー
3.4. アプネアタイマーの説明に従って、アプネアタ
イマーにアクセスし、設定を調整します。
アプネアタイマーを使用する：
1. 最初の間隔を開始するには [DOWN] を押しま

す。
2. アプネアサイクルを開始するには、 [DOWN] を

押します。
3. 再度 [DOWN] を押すと、次の換気サイクルが開

始されます。
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4. タイマーは設定された間隔の回数が終了するま
で繰り返されます。 [UP] を押すと、タイマーが
停止します。

5. [UP] を長押しすると、タイマーがリセットされ
ます。 [MODE] を押すと終了します。

2.5. 製品の互換性
Suunto D4i は、Suunto Wireless Tank Pressure
Transmitter と組み合わせて使用して、ダイブコンピ
ュータにタンク圧をワイヤレス送信できます。
また、付属の USB ケーブルを使用してこのダイブ
コンピュータを PC または Mac に接続し、Suunto
DM5 を使用してデバイス設定の変更、ダイブの計
画、ダイブコンピュータソフトウェアの更新を行え
ます。
このダイブコンピュータは、Suunto が未承認のアク
セサリや未承認または公式サポートしていない機器
と組み合わせて使用しないでください。
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3. 特徴
3.1. コンピューターの起動と事前チ
ェック
本機は 1.2 m（4 ft）より深く潜水すると自動的に
DIVE モードが作動します（ダイブモードをオフに
した場合を除く）。潜水前には手動で DIVE 作動さ
せ高度／個人調整、電池容量、酸素設定などの設定
を確認してください。
Suunto D4i がダイブモードに入るたびに、次の順に
表示が切り替わり一連のチェックを行うことができ
ます。ディスプレイのセグメントが全て表示、バッ
クライトの点灯とアラームの鳴音。次に最大許容深
度（MDO）、高度設定、個人調整、酸素割合

（O2%）、酸素分圧（PO2）の表示。そして、バッテ
リー容量の状態が表示されます。
                   

12:00

1.12 TH





                   

DIVE
Air

                   



                   

66.2m

PO
AO

21 1.6

                   

Battery
OK


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反復潜水の間は、現在の組織飽和状態（窒素グラフ）
も表示されます。


                       

66.2m

PO
AO

21 1.6

ダイビングを計画している旅行の前には、すべてが
適切に機能していることを確認する必要がありま
す。
画面表示が全て切り替わると、Suunto D4i はサーフ
ェスモードに入ります。潜水前にも次の表示を必ず
確認してください。
確認が必要な表示は以下の通りです。
1. Suunto D4i は正しいモードにあり、ディスプレ

イが完全に表示されます。
2. 正しい（使用したい）ダイブモードで、液晶欠

け、液晶抜けがなく完全な表示をしているか
3. 高度設定、個人設定は正しく設定されているか
4. ディープストップが正しく設定されているか
5. 使用したい表示単位で設定され、温度と深度が正

しく表示されているか
6. バッテリー容量は OK と表示されるか
7. アラームは鳴るか
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3.1.1. ワイヤレストランスミッターの事前チ
ェック
オプションのワイヤレスタンク圧トランスミッター
を使用する場合、次のことを確認してください。
1. ガスおよび O2 が正しく設定されているか
2. トランスミッターが適切に取り付けられタンク

バルブが開いているか
3. トランスミッターと Suunto D4i がペアリングさ

れているか
4. トランスミッターがデータを送信しているか（ワ

イヤレストランスミッター受信アイコンが点滅
し、タンク圧が表示される）

5. トランスミッターのバッテリー残量警告が表示
されていないか

6. 計画したダイビングに十分なガスがあるか使用
している残圧計とコンピュータの受信している
タンク圧の表示が同じか

3.1.2. バッテリー残量の表示
温度や内部の酸化は、バッテリーの電圧に影響を与
える可能性があります。Suunto D4i を長期間保管
したり、低温環境で使用したりすると、バッテリー
容量が十分であっても、低バッテリー警告が表示さ
れることがあります。
このような場合、ダイブモードを起動し、バッテリ
ー残量を確認する必要があります。バッテリー残量
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が少ない場合には、バッテリー残量警告が表示され
ます。
                       

Replace
Battery

                   

Battery
Low

                   

12:00

1.12 TH

                       

Replace
Battery

                   

Battery
Low

                   

12:00

1.12 TH

バッテリー残量警告がサーフェスモードで表示され
る場合や、画面表示が薄れてきた場合は、バッテリ
ー残量が低下している状態です。この場合には必ず
バッテリー交換を行ってください。

 メモ: バッテリー残量警告が表示されていると
きは、バックライトとアラーム音が起動しません。

3.2. 3.23.5. エアータイム
エアータイムは、ワイヤレストランスミッターを使
用しているときのみ表示されます。
エアータイムを起動する：
1. ダイブモードで、 [DOWN] を長押しします。
2. [DOWN] を押して Air Time（エアー時間）まで

スクロールします。
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3. エアー時間の読み込みをオンにするには [UP] を
押します。

4. [SELECT] を押します。
5. [MODE] を押して終了します。

3.3. アラーム・警告・通知
Suunto D4i には、音声と視覚でのアラーム機能があ
り、重要な限度またはプリセット値に達したことを
通知します。
優先度が高いか低いかを示す、2 種類のアラーム
音：

アラームタイ
プ

サウンドパター
ン

時間

優先度が高い 2.4 秒
間隔で
2.4 秒
のアラ
ーム音
が継続

優先度が低い 3.2 秒
間隔で
0.8 秒
のアラ
ーム音
が継続
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音の変化による 2 種類のガイダンス通知：

指示のビープ
音

サウンドパターン 解釈

浮上 浮上
開始
警告

潜降 潜降
開始
警告

Suunto D4i は、バッテリー寿命を節約するために、
アラーム中断時に情報を表示します。
優先度の高いアラームについて：

アラーム 説明

優先度が高いアラ
ームに続き、「浮上
開始警告」のアラ
ーム音が最大 3 分
間継続。
PO2 の値が点滅

調整した値と比べて PO2
が高い。現在の深度が、使
用中のガスの許容深度を超
えている。警告が停止する
までただちに浮上する、ま
たは酸素割合（O2%）が低
いガスに切り替える必要が
あります。

高重要度アラーム
に続き、「潜降開始

減圧停止シーリングより浅
く浮上したため。シーリン
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アラーム 説明
警告」ビープ音が
最大 3 分間繰り返
され、Er（エラー）
が点滅して矢印が
下向きになる。

グまたはシーリングより深
い深度へ移動する必要があ
ります。

優先度の高いアラ
ームが 3 回。
SLOW（遅い）が
点滅する。

最大浮上速度の 10 m/分
（33 ft/分）を超えている。浮
上速度を遅くする必要があ
ります。

優先度の低いアラームについて：

アラームタイプ アラームの理由

優先度の低いアラーム
に続き、「潜降開始警
告」のアラーム音が 2
回鳴る。
ASC TIME（浮上時間）
が点滅し、矢印が上向
きになる。

無減圧潜水が減圧
潜水になったた
め。深度が減圧フ
ロアーレベルより
深い。フロアーよ
りも浅い深度へ浮
上する必要があり
ます。

優先度の低いアラーム
に続き、「潜降開始警
告」のアラーム音が鳴
る。

強制ディープスト
ップを無視したた
め。潜降しディー
プストップを行い
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アラームタイプ アラームの理由
DEEPSTOP（ディープ
ストップ）が点滅し、
矢印が下向きになる。

減圧する必要があ
ります。

優先度の低いアラーム
に続き、「潜降開始警
告」のアラーム音が 3
分間繰り返される。
下向きの矢印が表示。

強制安全停止を無
視したため。潜降
し安全停止を行い
減圧する必要があ
ります。

優先度の低いアラーム
に続き、ビープ音が 2
回鳴る。
DEEPSTOP（ディープ
ストップ）とタイマー
が表示される。

ディープストップ
を行う深度に到達
したため。タイマ
ーの表示に従い、
ディープストップ
を行うことが必須
となります。

優先度の低いアラーム
が 2 回。
タンク圧の値が点滅。

タンク圧が、定義
されたアラーム圧
力か、固定のアラ
ーム圧力である
50 bar（700 psi）
に達しています。
いずれかのボタン
を押し、アラーム
を確認します。
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アラームタイプ アラームの理由

優先度の低いアラーム
が 2 回。
PO2 値が 0.5 bar より
大きいときのみ、OLF
%値が点滅。

80%または 100%
の OLF 値（Nitrox

（ナイトロックス）
ダイブモードの
み）。いずれかの
ボタンを押し、ア
ラームを確認しま
す。

優先度の低いアラーム
が 2 回。
最大深度の値が点滅。

任意で設定した最
大深度またはアラ
ームの固定値に到
達したため。いず
れかのボタンを押
し、アラームを確
認します。

優先度の低いアラーム
が 2 回。ダイブタイム
の値が点滅。

任意で設定したダ
イブタイムに到達
したため。いずれ
かのボタンを押
し、アラームを確
認します。

優先度の低いアラーム
が 1 回。最大深度の値
が点滅。

定義された深度に
達した（Free（フ
リー）ダイブモー
ドのみ）。いずれ
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アラームタイプ アラームの理由
かのボタンを押
し、アラームを確
認します。

優先度の低いアラーム
が 1 回。
サーフェスタイムの値
が点滅。

次の潜水までの水
面休息時間（Free

（フリー）ダイブモ
ードのみ）。いず
れかのボタンを押
し、アラームを確
認します。

視覚的アラーム

画面の表示 意味

潜水注意マーク（水面休息
時間を延長）

Er シーリングを無視、または
ボトムタイムが長すぎたと
きのエラーマーク

飛行機搭乗禁止マーク
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3.4. アプネアタイマー
アプネアタイマーはフリーダイビングのインターバ
ールトレーニングに使用することができます。アプ
ネアタイマーでは以下の設定を調整できます。
• Vent.（換気）：換気時間。これは、呼吸時間の開

始間隔です。この時間は、各インターバルで設定
時間により増加します。

• Incr（設定）：設定時間。この時間は、各インタ
ーバルで排気時間に加算されます。例えば、換気
時間が 1:00 分で、設定時間が 0:30 秒の場合、最
初の換気間隔は 1:00、2 番目の換気時間は 1:30、
3 番目の換気時間は 2:00 となります。

• Repeats（リピート）：インターバルの回数
アプネアタイマー設定を調整する：
1. 時刻モードで [UP] を長押しして、アプネアタイ

マーを表示します。

2s

                   

12:00

1.12 TH

                                      

TIMER
Apena

1:00

15:00
TIME

START

2. アプネアタイマーの設定を行うには、 [DOWN]
を長押しします。
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3. [UP] または [DOWN] で換気時間を調整し、
[SELECT] で確定します。

4. [UP] または [DOWN] で設定時間を調整し、
[SELECT] で確定します。

5. [UP] または [DOWN] で間隔を調整し、
[SELECT] で確定します。

アプネアタイマーを使用する：
1. 最初のインターバルを開始するには [SELECT]

を押します。タイマーは、換気時間をカウントダ
ウンします。カウントダウンは、設定された換気
時間を過ぎても-0:30 秒まで続けられます。

2. アプネアサイクルを開始するには、 [SELECT] を
押します。これは、カウントダウン中、いつでも
開始することができます。 アプネアタイムの時
間間隔の設定はありませんので、任意の間隔で使
用できます。

3. もう一度 [SELECT] を押すと、次の換気サイクル
が開始されます。

4. タイマーは設定された間隔の回数が終了するま
で繰り返されます。

5. アプネアタイマーを終了するには、 [MODE] を
押します。

[SELECT] を長押しすると、アプネアタイマーをリ
セットできます。
アプネアタイマーでは最大 20 間隔までサポートさ
れます。最後のリピートの換気時間の増減は”0:05
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秒より短く“、”20:00 分より長く"設定することはで
きませんのでご注意ください。

 警告: フリーダイビング、スキンダイビングの息
こらえ潜水は、酸素不足による原因で突然の失神を
起こすシャローウォーター・ブラックアウト

（SWB）を引き起こす危険があります。

3.5. 浮上速度
浮上速度は、ディスプレイ右側に垂直のグラフとし
て表示されます。
                   

21,5 20

18.3

25

最大許容浮上速度を超過すると、グラフの下部が点
滅を始めます。
                   

14.8

35

21,5 20

浮上速度の違反が続くと、安全停止が必要になりま
す。3.18. 安全停止とディープストップをご参照く
ださい。
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 警告: 最大浮上速度を超えるダイビングはしな
いでください。急速な浮上は減圧症や障害の危険を
増加させます。最大浮上速度を超えた場合には、必
ず強制安全停止と推奨安全停止を行ってください。
強制安全停止が完了していない場合、次の潜水の組
織計算にペナルティーが課されます。

3.6. バックライト
ダイビング中にバックライトを点灯するには、
[MODE] を押します。
あるいは、バックライトが点灯するまで [MODE] を
長押しして、バックライトを使用します。
バックライトはオン/オフおよび点灯時間を設定で
きます。
バックライトの点灯期間を設定する：
1. 時刻モードで、 [DOWN] を長押しします。
2. [DOWN] を押して Backlight（バックライト）ま

でスクロールし、 [SELECT] を押します。
3. [DOWN] または [UP] で点灯時間を設定するか、

オフにします。
4. [MODE] を押して設定を保存し、終了します。

 メモ: バックライトをオフに設定した場合はア
ラームや警告音が鳴った場合でも、バックライトは
点灯しません。
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3.7. ブックマーク
潜水中いつでも、 [SELECT] を押してダイブログに
ブックマークを記録できます。
ログブックでダイブプロフィールをスクロールする
と、ブックマークを確認できます。
それぞれのブックマークレコードに、現在の深度、
時間、水温、タンク圧（データがある場合）が表示
されます。

3.8. 時刻・日付表示
時刻・日付表示は、Suunto D4i のデフォルトモード
です。

3.8.1. 時刻
時刻設定では、時刻、分、秒、フォーマット（12 時
間または 24 時間）を設定できます。
時刻を設定する：
1. 時刻モードで、 [DOWN] を長押しします。
2. [UP] を押して Time（タイム）までスクロール

し、 [SELECT] を押します。
3. [DOWN] または [UP] で時刻を設定し、

[SELECT] で確定します。
4. 分と秒について繰り返します。 [DOWN] または

[UP] でフォーマットを設定し、 [SELECT] で確
定します。

5. 終了するには [MODE] を押します。
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3.8.2. 日付
日付と曜日は、時刻モードの一番下の行に表示され
ます。 [DOWN] を押して表示を切り替えることが
できます。
日付を設定する：
1. 時刻モードで、 [DOWN] を長押しします。
2. [UP] を押して Date（日付）までスクロールし、

[SELECT] を押します。
3. [DOWN] または [UP] で年を設定し、 [SELECT]

で確定します。
4. 月と日も同様に設定を行います。
5. [MODE] を押して終了します。

3.8.3. 単位
単位設定では、単位をメートル法とインペリアル法
のどちらで表示するかを選択します。
1. 時刻モードで、 [DOWN] を長押しします。
2. [UP] を押して Units（単位）までスクロールし、

[SELECT] を押します。
3. [DOWN] を押して Metric（メートル法）または

Imperial（インペリアル法）に切り替えて、
[SELECT] で確定します。

4. [MODE] を押して終了します。
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3.8.4. デュアルタイム
デュアルタイムによって、2 つ目のタイムゾーンの
時刻をトラッキングできます。デュアルタイムは、
時刻モードで [DOWN] を押すと、画面の左下に表示
されます。
デュアルタイムを設定する：
1. 時刻モードで、 [DOWN] を長押しします。
2. [UP] を押して Dual Time（デュアルタイム）ま

でスクロールし、 [SELECT] を押します。
3. [DOWN] または [UP] で時間を設定し、

[SELECT] で確定します。
4. 分の設定を繰り返します。
5. [MODE] を押して終了します。

3.8.5. アラーム機能
Suunto D4i にはデイリーアラームの機能があり、平
日にまたは毎日、一度だけ起動するように設定でき
ます。
デイリーアラームが起動すると、画面が点滅し、ア
ラームが 60 秒間鳴ります。アラームを止めるに
は、いずれかのボタンを押します。
デイリーアラームを設定する：
1. 時刻モードで、 [DOWN] を長押しします。
2. スクロールするには UP を押し、Alarm（アラー

ム）までスクロールして Select を押します。
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3. [DOWN] または [UP] を押してアラームの起動を
選択し、 [Select] で確定します。 オプションは、
Off（オフ）、Once 1 回（Once）、Weekdays 平
日（Weekdays）、または Every Day 毎日（Every
Day）です。

4. [DOWN] または [UP ] で時間を設定し、
[SELECT] で確定します。

5. 分の設定を繰り返します。
6. 終了するには [MODE] を押します。

3.9. 減圧潜水
潜水中に減圧不要限界を超え、NO DEC TIME（減
圧不要限界）がゼロになった場合、その潜水は減圧
潜水に変わります。したがって、水面に戻るまでに
減圧停止を 1 回以上行う必要があります。
減圧潜水を開始すると、画面の NO DEC TIME（減
圧不要限界）が ASC TIME（浮上時間）に変わり、

「CEILING」（シーリング）インジケータが表示され
ます。浮上開始を指示する上向きの矢印も表示され
ます。
Suunto D4i は、次の 2 つの値により、浮上に必要な
減圧情報を提供します。
• CEILING（シーリング）：これより浅く浮上して

はいけない深度
• ASC TIME（浮上時間）：使用しているガスで水

面に浮上するまでの最適な時間
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潜水中に減圧不要限界を超えた場合、浮上に必要な
減圧情報に加え、浮上に応じた詳細情報が逐次更新
されます。
つまり、ダイブコンピュータは決まった深度で停止
を指示するのではなく、深度の範囲内での減圧を可
能にします。これを連続的な減圧と呼びます。

シーリング、シーリングゾーン、フロ
アー、減圧範囲
減圧潜水を行う前に、シーリング、シーリングゾー
ン、フロアー、減圧範囲の意味を理解する必要があ
ります。ダイブコンピュータからの指示を正しく解
釈するためには、これらの概念を理解する必要があ
るのです。
• シーリングとは、減圧潜水中にダイバーが浮上で

きる最も浅い深度です。
• シーリングゾーンとは、最適な減圧深度範囲で

す。シーリング深度からシーリングの 1.2 m（4
ft）下までの範囲です。

• フロアーとは、減圧停止時間が増加しない最も深
い深度です。浮上中にこの深度を過ぎると減圧
が始まります。

• 減圧範囲とは、シーリングとフロアーの間の深度
範囲です。この範囲内で減圧が行われますが、フ
ロアーまたはその近くの深度ではシーリングゾ
ーンと比べて減圧が遅くなるということを覚え
ておくのは重要です。
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シーリングとフロアーの深度は、ダイブプロフィー
ルに応じて異なります。減圧潜水に変わった直後
は、シーリング深度は浅めです。ただし、深い深度
に留まるとシーリング深度が深くなり、浮上時間が
増加します。逆に減圧を続けると、フロアー深度と
シーリング深度が浅くなっていきます。
波の荒い場所や潮の流れが激しい場所では、水面近
くで特定の深度を保つのが難しい場合があります。
このような場合、波によってシーリングより浅く浮
上してしまうことがないように、多少深い深度を保
つ方が容易です。Suunto は、4 m（13 ft）より浅い
シーリング深度が表示された場合でも、4 m（13 ft）
より深い場所で減圧を行うことを推奨します。

浮上時間
ダイブコンピュータに表示される浮上時間は、減圧
潜水で水面に戻るまでに最低限必要な時間を示しま
す。これには、以下の時間が含まれます。
• ディープストップに要する時間
• 毎分 10 m（32.8 ft）の浮上速度で深い場所から

浮上する時間
• 減圧に必要な時間
• 強制安全停止に要する時間（推奨速度より速く浮

上した場合）
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 警告: Suunto D4i 上に表示された浮上時間より
実際の浮上時間のほうが長いこともあります。浮上
速度が 10m/分より遅い場合やシーリングよりも深
い深度で減圧停止をした場合などに浮上時間が長く
なることがあります。この場合、水面上に到達する
までに要する呼吸ガスの量が増加する可能性がある
ので、このことを考慮して計画を立てましょう。

減圧の指示
減圧潜水では以下の 3 種類の減圧停止を行うこと
ができます。
• 安全停止
• ディープストップ
• 減圧停止
推奨できませんが、ディープストップと安全停止は
無視することができます。Suunto D4i は、そのよう
な行為に対し、潜水中または次回潜水時に、停止の
追加やその他の手段によってペナルティを課しま
す。詳しくは、3.18. 安全停止とディープストップを
参照してください。
Suunto D4i は、常にこれらの停止の最も深い地点か
らのシーリング値を表示します。ディープストップ
と安全停止の停止位置にいるときのシーリングは、
常に一定の深度になります。停止時間は 1 秒単位
でカウントダウンされます。
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減圧停止では、シーリングはシーリング深度近くに
留まる間、常に減少し、最善の浮上時間で連続的な
減圧を提供します。

 メモ: 浮上時は減圧シーリングの近くに留まる
ことを推奨します。

フロアーの下
ASC TIME（浮上時間）のテキストが点滅し、フロ
アーより下にいることを示す上向きの矢印が表示さ
れます。優先度の低いアラームも鳴ります。ただち
に浮上を開始する必要があります。中央のフィール
ドの左側にはシーリング深度が、右側には最低限の
合計浮上時間が表示されます。
以下に示すのは、シーリングが 3 m で浮上時間が 9
分の減圧潜水の例です。

フロアーの上
フロアーより上に浮上すると、ASC TIME（浮上時
間）のテキストが点滅を止め、以下のように上向き
の矢印が消えます。
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これは、ダイバーが減圧範囲に留まっていることを
示します。減圧は始まりますが、ゆっくりとしてい
るため、浮上を続ける必要があります。

シーリングの深度
シーリングゾーンに達すると、以下のように向き合
う 2 つの矢印が表示されます。

減圧停止中は、合計浮上時間がゼロに向かってカウ
ントダウンされていきます。シーリング深度が浅く
なったら、新しいシーリングまで浮上できます。
ASC TIME（浮上時間）と CEILING（シーリング）
が消えるまで、水面に戻ることはできません。つま
り、この段階で減圧停止と必須の安全停止が完了し
ていることになります。
ただし、STOP（停止）テキストも消えるまではシ
ーリングの下に留まるように注意してください。こ
のテキストが消えると、3 分間の推奨安全停止も完
了したことを示します。

シーリングより上
減圧停止中にシーリングより上に浮上すると、シー
リング深度から下向きの矢印が表示され、連続的な
ビープ音が鳴り始めます。
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さらに、エラー警告の Er（エラー）によって、3 分
以内に状況を改める必要があることが示されます。
シーリングまたはシーリングより深い深度へただち
に移動しなければなりません。減圧の違反を続ける
と、ダイブコンピュータは恒久的なエラーモード

（3.16. エラー表示（アルゴリズムのロック））に変わ
ります。

3.10. 深度アラーム
デフォルトで、深度アラームは深度 30 m（100 ft）
で鳴ります。自分の希望する深度に調整すること
も、オフにすることもできます。
深度アラームを調整する：
1. ダイブモードで、 [DOWN] を長押しして設定に

入ります。
2. [UP] を押し、Depth Alarm（深度アラーム）ま

でスクロールして、 [SELECT] を押します。
3. [UP] を押してアラームのオン／オフを切り替え

て、 [SELECT] で確定します。
4. [DOWN] または [UP] で深度を調整し、

[SELECT] で確定します。
5. 終了するには [MODE] を押します。
深度アラームが起動したら、バックライトが点滅
し、”優先度の低いのアラーム音”が鳴ります。いず
れかのボタンを押し、アラームを確認します。
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3.11. ディスプレイコントラスト
ディスプレイコントラストは、好みに応じて調整し
たり、潜水環境の変化に応じて変更したりできます。
1. 時刻モードで、 [DOWN] を長押しします。
2. [UP] を押して Contrast（コントラスト）までス

クロールし、 [SELECT] を押します。
3. [DOWN] または [UP] で、0（淡）～10（濃）の

間でコントラストを変更します。
4. [MODE] を押して終了します。

3.12. ダイブヒストリー
Suunto D4i は、メモリーモードで詳細なログブック
とダイブヒストリーを見ることができます。
ログブックには、記録された各潜水のダイブプロフ
ィールが保存されています。ログはサンプルレート
に基づき保存されています。（3.19. サンプルレート
を参照してください）。
ダイブヒストリーとは、記録されたすべての潜水の
概要です。
ダイブヒストリーを表示する：
1. [MODE] を長押しして MEM を表示させます。
2. [DOWN] と [UP] で History（ヒストリー）と

Logbook（ログブック）を切り替えます。
3. ヒストリーまたはログブックを表示している状

態で [MODE] を押すと前の画面に戻り、もう一
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方に切り替えることができます。終了するには
[MODE] をもう一度押します。

ヒストリー
ダイブヒストリービューに入ると、 [DOWN] または
[UP] で Scuba History（スクーバヒストリー）と
Free Dive History（フリーダイブヒストリー）を切
り替えることができます。
スクーバダイブヒストリーには、以下の内容が表示
されます。
• 潜水時間
• 累積の潜水回数
• 最大深度
スクーバダイブヒストリーには、潜水回数が最大
999 回、潜水時間が最大 999 時間まで記録されま
す。この上限に達すると、カウンターがゼロにリセ
ットされます。
フリーダイブヒストリーには、以下の内容が表示さ
れます。
• 最長ダイブタイムとそのときの到達深度
• 累積のダイブタイム（時間と分）
• ダイブ回数
フリーダイブヒストリーには、潜水回数が最大 999
回、潜水時間が最大 99:59 時間まで記録されます。
このような上限に達すると、カウンターがゼロにリ
セットされます。
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ログブック
ログブックへアクセスする：
1. [MODE] を 3 回押し、MEM モードを表示します。
2. [UP] を押して Logbook（ログブック）を選択し

ます。
3. [DOWN] または [UP] を押し、見たいログまでス

クロールして [SELECT] を押します。
4. [SELECT] を押してページをスクロールします。
5. [MODE] を押して終了します。
ログは 3 ページに分けて表示されます。
1. メインページ

• 最大深度
• 日付
• ダイビングの種類（ダイブモードの 1 文字目で

表示。たとえば、「A」は Air（エアー）モードを
示します）

• 潜水開始時間
• ダイブナンバー（古い順）
• 最初に使用した混合ガスのガス割合
• ダイブタイムの合計（分）
• 水面休息時間および警告表示ページ
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• 最大深度
• 水面休息時間
• 平均深度
• エアー消費量（ワイヤレストランスミッターを使

用した場合）
• 警告
• OLF%（該当する場合）
• ダイブプロフィールのグラフ表示

• 水温
• タンク圧（ワイヤレストランスミッターを使用し

た場合）
• ダイブプロフィールグラフ（潜水深度の時系列グ

ラフ）
ダイブプロフィールグラフをスクロール表示するに
は [UP] を押します。自動的にスクロールするには
[UP] を長押しします。
ダイブプロフィールグラフには、深度、減圧情報、
シーリング、浮上時間などの潜水情報がポイントご
とに表示されます。
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最も古い潜水と最新の潜水の間に、「End of Logs」
（ログの最後）というテキストが表示されます。
ログブックの容量は、サンプルレートにより異なり
ます。
メモリーがフルになり新しいログが記録されると、
最も古いログが削除されます。
ダイブコンピュータ本体のメモリーに保存されてい
るログは通常のバッテリー交換で消えてしまうこと
はありませんが、バッテリー交換や修理を行う前に
念のためログブックに転送して保存しておくことを
お勧めします。

 メモ: 飛行機搭乗禁止時間が終了するまで、複
数の反復潜水は同じ反復潜水シリーズに属します。

3.13. ダイブモード
Suunto D4i 以下のダイブモードがあります。
• Air （エアー）：エアーを使用した潜水用
• Nitrox （ナイトロックス）：ナイトロックスガス

を使用した潜水用
• Free （フリー）：フリーダイビング
• Off （オフ）：ダイブモードを完全にオフにする。

ダイブコンピュータを水に入れてもダイブモー
ドは起動せず、ダイブモードも非表示となりま
す。

デフォルトでは、ダイブモードに切り替えると Air
（エアー）モードが起動します。また設定により、他

47



のダイブモード（Nitox, Gaude, Free）への切り替
え、ダイブモードをオフに切り替えることができま
す。

 ヒント: ダイブモードは、ダイブコンピューター
をしないときにはオフに設定することもできます。

ダイブモードを変更する：
1. 時刻モードで、 [DOWN] を長押しします。
2. [SELECT] を押して Dive Mode（ダイブモード）

に切り替えます。
3. [UP] または [DOWN] で、変更したいダイブモー

ドを選択し、 [SELECT] で確定します。
4. 終了するには [MODE] を押します。
それぞれのダイブモードには個別の設定があり、そ
れらのダイブモードを使用中には設定を調整する必
要があります。
ダイブモード設定を変更する：
1. ダイブモードで、 [DOWN] を押します。
2. [DOWN] または [UP] を押して設定をスクロール

します。
3. [SELECT] を押して設定に入ります。
4. [DOWN] または [Up] で設定を調整し、

[SELECT] で確定します。
5. 終了するには [MODE] を押します。

 メモ: 潜水終了後 5 分以内は設定の変更を行え
ませんのでご注意ください。
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3.13.1. エアーモード
エアーモードは、通常のエアーでの潜水用であり、
以下の設定があります。
• 個人／高度調整（3.17. 個人調整と高度調整を参

照してください）
• タンク圧（3.23. タンク圧を参照してください）
• タンク圧アラーム（3.23.4. タンク圧アラームを

参照してください）
• 深度アラーム（3.10. 深度アラームを参照してく

ださい）
• ダイブタイムアラーム（3.15. ダイブタイムアラ

ームを参照してください）
• サンプルレート（3.19. サンプルレートを参照し

てください）
• ディープストップ（3.18. 安全停止とディープス

トップを参照してください）
• エアータイム（3.2. 3.23.5. エアータイムを参照

してください）

3.13.2. ナイトロックスモード
ナイトロックスモードは、酸素の多い混合ガスでの
潜水に使用されます。
窒素割合を減らすことにより、潜水時間を長くした
り、減圧症のリスクを抑えることができます。しか
しながら、酸素割合を増加させたり潜水深度が深く
なると酸素分圧が上昇し、酸素中毒に陥る危険性が
高まります。この危険を防ぐためには、潜水時間と
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酸素曝露の度合いを計測して酸素曝露が安全限界範
囲を超えないように潜水プランを調整する必要があ
ります。Suunto D4i は、潜水プランの調整に必要な
情報をダイバーに提供します。
ナイトロックスモードには、以下の設定があります。
• ナイトロックス（混合ガス）
• 個人／高度調整（3.17. 個人調整と高度調整を参

照してください）
• 深度アラーム（3.10. 深度アラームを参照してく

ださい）
• ダイブタイムアラーム（3.15. ダイブタイムアラ

ームを参照してください）
• サンプルレート（3.19. サンプルレートを参照し

てください）
• ディープストップ（3.18. 安全停止とディープス

トップを参照してください）
• エアータイム（3.2. 3.23.5. エアータイムを参照

してください）
ナイトロックスモードでは、タンクの酸素割合およ
び酸素分圧の限度の両方を Suunto D4i に入力する
必要があります。
これは、入力値に基づいて行われる窒素および酸素
の計算と最大許容深度（MOD）の計算の正確性を保
つために必要です。
デフォルトの酸素割合（O2%）設定は 21%（エア
ー）、酸素分圧（PO2）設定は 1.4 bar（20 psi）で
す。

50



混合ガスの設定を変更する：
1. Nitrox（ナイトロックス）モードで、 [DOWN]

を長押しします。
2. [SELECT] を押し、Nitrox（ナイトロックス）設

定に切り替えます。
3. [SELECT] を押し、O2 の値と PO2 の値を切り替

えます。
4. 点滅する O2 値を、タンクの酸素割合に合わせて

[DOWN] または [UP] で調整し、 [SELECT] で確
定します。

5. 点滅する PO2（酸素分圧）値を [DOWN] または
[Up] で調整し、 [SELECT] で確定します。

6. 終了するには [MODE] を押します。

 メモ: 酸素割合はデフォルトで 21％に設定され
ています。酸素割合を 22％以上に変更しない限り、
このデフォルト設定が適用されます。酸素割合を変
更後、設定が自動的にデフォルトの 21%に戻ること
はありません。

3.13.3. フリーモード
Free（フリー）モードでは、Suunto D4i をフリーダ
イビング用機器として使用できます。潜水時間は、
ディスプレイ中央に分と秒で表示されます。
フリーダイビングは水深 1.2 m で始まり、水深 0.9
m 未満になると終了します。
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Free（フリー）モードには、以下の設定がありま
す。
• 深度通知（3.13.3.1. 深度通知を参照してくださ

い）
• 深度アラーム（3.10. 深度アラームを参照してく

ださい）
• ダイブタイムアラーム（3.15. ダイブタイムアラ

ームを参照してください）
• サーフェスタイマー（3.21. 水面休息時間と飛行

機搭乗禁止時間を参照してください）
• サンプルレート（3.19. サンプルレートを参照し

てください）

3.13.3.1. 深度通知
フリーダイビング用に深度通知を 5 つまで任意で
設定できます。例えば、フリーフォールのタイミン
グを通知することができます。各通知には深度と設
定とオン／オフを切り替えることができます。
通知深度に達すると、バックライトが点滅し、”優先
度の低いアラーム音”が鳴ります。
深度通知を設定する
1. Free（フリー）モードで、 [DOWN] を長押しし

ます。
2. [SELECT] を押して Depth Notify（深度通知）設

定に入ります。
3. [DOWN] または [UP] で通知をスクロールし、

[SELECT] で通知に入ります。
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4. 通知のオン／オフを切り替えるには、 [DOWN]
または [UP] を押し、 [SELECT] で確定します。

5. [DOWN] または [UP] で深度を調整し、
[SELECT] で確定します。

6. 次の通知にスクロールして変更するか、 [MODE]
を押して終了します。

3.14. ダイブプランモード
ダイブプランモード「PLAN NoDeco」（計画、減圧
なし）は、減圧を必要としない潜水を計画するため
に使用します。次の潜水の深度を入力すると、減圧
停止の必要なくその深度に留まることができる最大
時間が Suunto D4i に表示されます。
これには、以下の内容が考慮されます：
• 計算されたすべての残留窒素
• 過去 4 日間のダイブヒストリー
ダイブプランモードを使用する：
1. [MODE] を長押しして PLAN NoDec（計画、減

圧なし）を表示させます。
2. 残留窒素時間の表示につづき、プラン画面が表示

されます。
3. [DOWN] または [UP] を押し、次の潜水深度にス

クロールします。深度は 9 m～45 m（30 ft～150
ft）の間で 3 m（10 ft）単位で増減します。選択
した深度での減圧不要限界が、ディスプレイ中央
に表示されます。 Suunto D4i を使って少なくと
も 1 回潜水した場合、SURFTIME +（水面休息時
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間 +）フィールドが表示されます。水面休息時間
は [UP] で調整できます。

4. 反復潜水を行っている間は、 [SELECT] を押して
水面休息時間を調整することができます。

5. [MODE] を押して終了します。

 メモ: ダイブコンピュータがエラー状態の場
合、（3.16. エラー表示（アルゴリズムのロック）を
参照）、またはダイブモードがオフの場合、ダイブプ
ランモードは使用できません。

3.15. ダイブタイムアラーム
ダイブタイムアラームは、ダイビングの安全性を高
めるためにさまざまな目的で起動し、使用できれま
す。これは分単位の簡単なカウントダウンタイマー
です。
ダイブタイムアラームを設定する：
1. 使用しているダイブモードで、 [DOWN] を長押

しします。
2. [DOWN] または [UP] を押して、Alarm Time（ア

ラーム時間）までスクロールします。
3. [UP] を押してアラームをオンにして、 [SELECT]

で確定します。
4. [UP] または [DOWN] で時間を調整し、

[SELECT] で確定します。
5. 終了するには [MODE] を押します。
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3.16. エラー表示（アルゴリズムのロ
ック）
Suunto D4i には警告インジケータがあり、DCI のリ
スクを著しく増大する可能性がある状況に対応する
よう注意を促します。このような警告に対応しなか
った場合、Suunto D4i はエラー状態に入り、ディス
プレイに Er（エラー）と表示されます。これは、
CDI のリスクが増大したことを示します。
                       

3 分以上にわたって減圧停止を無視すると、RGBM
アルゴリズムが 48 時間ロックされます。アルゴリ
ズムがロックされている間は、アルゴリズムの情報
の代わりに Er（エラー）が表示されます。アルゴリ
ズムのロックは、アルゴリズムの情報が無効である
ことを強調する安全機能です。
そのような場合には、直ちにシーリングより下に戻
り減圧を続けなければなりません。3 分以内にシー
リング下に戻らない場合、Suunto D4i は、アルゴリ
ズム計算をロックし、代わりに図のように Er（エラ
ー）と表示します。また、シーリングも表示されな
くなるので注意してください。
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この状況では、減圧症（DCS）のリスクが著しく高
くなります。また、水面に浮上した後 48 時間は、
減圧情報が一切使用できなくなります。
アルゴリズムがロックされ、Er（エラー）表示がで
ている場合には最低 48 時間は次の潜水をしないで
ください。
このエラー状態でコンピューターを使用すると、ア
ルゴリズムのロック時間張りセットされ、さらに 48
時間エラー状態が続きます。

3.17. 個人調整と高度調整
ダイビングでは減圧症の発症可能性を高める要因は
いくつかあります。そして、その要因はダイバー体
調などにより、日によって変化します。
減圧症にかかる可能性を高める個人的な要因には、
以下のようなものがあります。
• 20°C（68 °F）以下の水温での曝露
• 体力レベルが平均以下
• 疲労
• 脱水症状
• ストレス
• 肥満
• 卵円孔開存症（PFO）
• 激しい運動後（トレーニングやエクササイズ）の

ダイビング
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個人調整は減圧症へのかかりやすさに応じてアルゴ
リズムを 3 段階で調整することができます。

個人調整 状態

0 理想的なコンディション
（デフォルト値）

1 控えめ減圧症にかかる危険
性の要因がいくつかある状
態

2 より控えめ減圧症にかかる
危険性の要因が多数ある状
態

個人設定に加え、Suunto D4i は異なる高度での潜水
に対応することができます。この設定では、選択し
た高度調整に基づいて自動的に減圧計算を調整しま
す。

高度調整 説明

0 0～300 m（デフォルト）

1 300～1500 m（980～4900）

2 1500～3000 m（4900～
9800 ft）

個人設定および高度調整設定を変更する：
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1. ダイブモードで、 [DOWN] を長押しします。
2. [SELECT] を押し、Personal Altitude（個人高

度）設定に入ります。
3. [UP] を押して Personal（個人）調整を変更し、

[SELECT] で確定します。
4. [UP] を押して Altitude（高度）調整を変更し、

[SELECT] で確定します。
5. 終了するには [MODE] を押します。

 警告: 高地への移動は体内に蓄積された窒素の
均衡に一時的な変化をもたらすことがあります。そ
のため、高所での潜水前には少なくとも 3 時間待っ
て体を高度に慣れさせることをお勧めします。

3.18. 安全停止とディープストップ
安全停止はダイブテーブルで欠くことができない“
賢い潜水習慣” のひとつとなり、重要な役割を果た
しています。安全停止が必要な理由としては、無症
状の DCI の低減、マイクロバブルの低減、浮上のコ
ントロール、水面浮上前の方位確認などがあります。
Suunto D4i は、推奨安全停止と強制安全停止停止の
2 種類を表示します。
深度 10 m（30 ft）以上の潜水を行うたびに、3 分間
の推奨安全停止がカウントダウンされます。この停
止は 3～6 m（10～20 ft）の範囲で行われます。
Suunto D4i に STOP アイコンが表示され、3 分間の
カウントダウンが行われます。
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 メモ: ディープストップを有効にすると、安全
停止の長さが秒単位で表示されます。

5 秒以上にわたって浮上速度が毎分 10 m（33 ft）を
超えると、減圧モデルで許容される限度を超えるマ
イクロバブルが蓄積される可能性があります。
このような場合、Suunto D4i は強制安全停止をその
潜水に追加します。この安全停止の時間は、浮上速
度により異なります。
STOP アイコンがディスプレイに表示されます。6
m～3 m（18 ft～9 ft）の深度範囲に達すると、以下
が表示されます。
1. CEILING（シーリング）および STOP（ストッ

プ）
2. シーリング深度
3. 安全停止時間
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強制安全停止の警告が消えるまで、シーリングの深
度で待機します。

 警告: シーリングより浅い深度に浮上しないで
ください！減圧中はシーリングより浅い深度まで浮
上してはいけません。誤って浮上してしまうことを
防ぐために、シーリングより下に留まるようにして
ください。

20 m（65.6 ft）以上の潜水を行うとディープストッ
プが起動します。
ダイビングタイマーを画面に表示している状態でデ
ィープストップが起動すると、タイマーがディープ
ストップに変わります。
ディープストップの終了後、MODE ボタンを長押し
して、ディープストップとタイマーを切り替えるこ
とができます。
ディープストップは、安全停止と同じように表示さ
れます。Suunto D4i は、以下を表示することによっ
てディープストップ範囲内にいることをダイバーに
通知します。
• 画面上部の CEILING（シーリング）
• 画面中央の DEEPSTOP（ディープストップ）
• 停止深度
• カウントダウンタイマー

60



                       

ディープストップは、Air（エアー）モードおよび
Nitrox（ナイトロックス）モードではデフォルトで
オンになっています。ディープストップをオフにす
る：
1. ダイブモードで、 [DOWN] を長押しします。
2. [DOWN] を押して Deepstop（ディープストッ

プ）までスクロールし、 [Select] に入ります。
3. オン／オフを切り替えるには [UP] を押します。
4. 終了するには [MODE] （モード）を押します。

3.19. サンプルレート
サンプルレートによって、潜水中の情報がログにど
のような間隔で保存されるのかが決まります。デフ
ォルトのサンプルレートは、エアーおよびナイトロ
ックスモードでは 20 秒、フリーダイブモードでは
2 秒です。
サンプルレートを変更する：
1. ダイブモードで、 [DOWN] を長押しします。
2. [UP] を押して Sample Rate（サンプルレート）

までスクロールし、 [SELECT] を押します。
3. [DOWN] または [UP] を押し、レートを変更して

[SELECT] で確定します。
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4. 終了するには MODE（モード）を押します。
エアーおよびナイトロックスモードでのサンプルレ
ートオプションは、10、20、30、60 秒です。
フリーダイブモードでのサンプルレートオプション
は、1、2、5 秒です。

3.20. ストップウォッチ
ストップウォッチは、経過時間とスプリットタイム
の測定に使用できます。
ストップウォッチを起動する：
1. 時刻モードで、 [UP] または [DOWN] を押して最

下段のビューをスクロールし、ストップウォッチ
を表示します。

                   

2. ストップウォッチをスタート／ストップするに
は、 [SELECT] を押します。

3. スプリットタイムを測定するには、 [DOWN] を
押します。

4. ストップウォッチをリセットするには、
[SELECT] を長押しします。
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ストップウォッチを停止すると、 [DOWN] を押して
スプリットタイムをスクロールできます。
また、ストップウォッチは、ダイビング中にさまざ
まな計測目的で使用できます。ダイブモードでスト
ップウォッチを起動するには、 [MODE] を長押しし
ます。
                   

ストップウォッチをスタート／ストップするには、
[SELECT] を押します。

 メモ: ストップウォッチの使用中にディープス
トップが起動した場合、タイマーは非表示になりま
す。

3.21. 水面休息時間と飛行機搭乗禁止
時間
水面に戻ると、Suunto D4i はダイビング後の安全情
報とアラームの提供を続けます。潜水後、飛行機に
搭乗するまで待つ必要がある場合、すべてのモード
で飛行禁止シンボルが表示されます。
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水面休息時間と飛行機搭乗禁止時間の詳細情報を確
認するには、ダイブモードにします。
Suunto D4i は、Surf t.（水面休息時間）フィールド
に、水面に浮上してからの経過時間を示します。飛
行機シンボルは、飛行機に搭乗すべきではないこと
を示します。No Fly（飛行禁止）フィールドで、飛
行機への搭乗が安全になるまでの時間がカウントダ
ウンされます。
                   

飛行禁止時間は最低 12 時間、または残留窒素が 12
時間以上の場合はそれと同等の時間になります。残
留窒素が 70 分以内の場合、飛行機搭乗禁止時間は
表示されません。
潜水中に減圧を無視して Suunto D4i がエラー状態
に入った場合（3.16. エラー表示（アルゴリズムのロ
ック）を参照）、飛行機搭乗禁止時間は常に 48 時間
になります。
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 警告: ダイブコンピュータが飛行機搭乗禁止時
間をカウントダウンしている間は、飛行機搭乗は避
けてください。飛行機に搭乗する前に必ずダイブコ
ンピュータを起動し、飛行禁止の残り時間を確認し
てください。飛行機搭乗禁止時間内の飛行機搭乗お
よび高地への旅行は、減圧症のリスクが非常に高ま
ります。ダイバーズ・アラート・ネットワーク

（DAN：Divers Alert Network）が発信する情報を参
考にしてください。潜水後の飛行機搭乗において、
減圧症を完全に防ぐことを保証する規則は存在しま
せん。

ダイバーズ・アラート・ネットワーク（DAN：Divers
Alert Network）は、以下の飛行機搭乗禁止時間を推
奨しています。
• 民間機の飛行高度（最大 2,400 m（8,000 ft））ま

で上昇してもダイバーが何も発症しないことを
合理的に保証するためには、少なくとも 12 時間
の水面休息時間が必要となります。

• 数日間にわたって毎日複数回の潜水を行う計画
を立てているダイバーや減圧停止を要する潜水
を行うダイバーは、特別な注意を払い、飛行機に
搭乗するまで 12 時間よりさらに長い時間待機
しなければなりません。さらに、国際潜水・高気
圧環境医学会（UHMS）は、標準のエアーシリン
ダを使用しており減圧症の兆候が見られないダ
イバーに対し、最大 2,400 m（8,000 ft）まで機
内の圧力が上昇する飛行機に搭乗する前に、最後
の潜水から 24 時間待機することを推奨してい
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ます。この推奨には、以下の 2 つの例外があり
ます。
• ダイバーの過去 48 時間以内の潜水時間が合

計 2 時間に満たない場合、推奨される飛行前
の水面休息時間は 12 時間です。

• 減圧停止が必要であった潜水の後は、少なく
とも 24 時間、可能であれば 48 時間、飛行機
の搭乗まで待機すべきです。

Suunto は、すべての DAN および UHMS ガイドライ
ンに従い、ダイブコンピュータの飛行機搭乗禁止時
間がゼロになるまで飛行機に搭乗しないことをお勧
めしています。

3.22. Suunto RGBM
スントの減圧モデルの進化は、1980 年代に M 値を
基盤にしたビュールマン博士のモデルを Suunto
SME に実装したときまで遡ります。以降、社内外の
専門家たちの協力の下、日々研究開発が続けられて
います。
1990 年代後半、スントは前述の M 値を基礎にした
モデルを改良するため、ブルース・ウィンケ博士の
RGBM（縮小勾配気泡モデル）を実装しました。こ
の機能を備えた最初の製品が、象徴的な存在である
Suunto Vyper と Suunto Stinger でした。これらの
製品は溶解ガスのみのモデルで考慮される範囲外の
各種ダイビング環境を対照としたため、ダイバーの
安全性が飛躍的に向上しました。
• 連日、連続のダイビングを監視
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• 反復潜水の間隔を厳密に追跡
• 前回の潜水より深い潜水をした場合の反応
• マイクロバブルを発生させる急浮上に対しての

順応
• 気体物理学を一貫して具体化
Suunto RGBM は、ダイバーの血液および組織内の
溶存ガスおよび遊離ガスを予測します。遊離ガスを
予測しない従来のホールデンモデルを大きく発展さ
せています。Suunto RGBM は、多くの状況とダイ
ビングプロフィールに適合することができるため、
高い安全性を実現します。

3.22.1. ダイバーの安全性
減圧モデルは理論上のものであり、実際のダイバー
の体をモニターするものではないため、減圧症の完
全な予防を保証できる減圧モデルは存在しません。
潜水がコンスタントで頻繁なものになると、人体は
減圧にある程度順応するという実験結果が出ていま
す。コンスタントに潜水を行い、重大なリスクを負
う覚悟のあるダイバーには、個人調整設定が用意さ
れています。
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 注意: 実際の潜水の個人調整設定と高度調整設
定は、常に潜水計画と同じものを使用してください。
個人調整設定を計画した設定値より上げる、また同
様に高度設定を上げることは、より深くより長い減
圧時間につながり、それにより必要なガス量が増え
る可能性があります。潜水計画を立てた後で、個人
調整設定を変更すると、水中で呼吸ガス不足に陥る
危険性があります。

3.22.2. 高所潜水
高地では海面と比べて気圧が低くなります。高地へ
の移動後は、移動前の高度での平衡状態と比べて過
剰な窒素が体内に蓄えられています。この”過剰”な
窒素は時間をかけて徐々に体外に排出され、平衡状
態に戻ります。新たな高度に体を慣れさせるため
に、潜水前に少なくとも 3 時間は休息をとることを
おすすめします。
高所潜水を行う前に、ダイブコンピュータが高度を
正確に計算できるよう高度設定を調整してくださ
い。ダイブコンピュータの数理モデルが許可する窒
素最大分圧は、低気圧に従って減少します。
結果として、減圧不要限界は著しく減少します。
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 警告: 高度調整は正しく設定してください！海
抜 300 m 以上で潜水する際には、ダイブコンピュー
タが減圧状況を計算できるよう高度設定を正しく行
ってください。ダイブコンピュータは海抜 3000 m
以上の場所での潜水用には設計されていません。不
正確な高度設定や最大高度以上の場所での潜水は、
ダイブデータとプランニングデータの誤りの原因と
なります。

3.22.3. 酸素曝露
酸素曝露の計算は、現在採用されている曝露限度時
間テーブルおよび原則に基づいています。
本ダイブコンピュータは、中枢神経系酸素毒性

（CNS）と肺酸素毒性を別々に計算します。肺酸素
毒性は、追加の酸素毒性単位（OTU）によって計測
されます。
両方の割合は、ダイバーの最大許容曝露をそれぞれ
100％としてスケール化されます。
Suunto D4i は、CNS%または OTU%を表示しません
が、代わりに OLF%（OLF%）フィールドに、どち
らか大きい方が表示されます。OLF% （OLF%）の
値は、酸素割合限界または酸素毒性曝露のどちらか
です。
たとえば、ダイバーの CNS%の最大許容曝露が 85%
であり、OTU%の最大許容曝露が 80%である場合、
OLF%（OLF%）には最大スケール値の 85%が表示
されます。
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ダイブコンピュータに表示される酸素に関連する情
報は、潜水深度や時間に応じて適切な警告と表示が
されるように設計されています。

 警告: 酸素割合限界が最大限に到達したことを
示した場合、ただちに酸素曝露を減らさなければな
りません。CNS/OTU 警告が出された後も酸素曝露
を減らさないと、酸素中毒、傷害、死亡事故のリス
クが急激に増加します。

3.23. タンク圧
オブションのワイヤレス・トランスミッターを使用
している場合、タンク圧がディスプレイの左下に表
示されます。
ダイビングを開始すると、エアータイムの残り時間
の計算が始まります。30～60 秒後、エアータイムの
残り時間の最初の予測値がディスプレイの左中央に
表示されます。
この計算は、使用しているタンクの実際の圧力低下
に基づいて行われ、タンクサイズと現在のエアー消
費量に合わせて自動的に調整されます。
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エアー消費量の変化は、30～60 秒間にわたって 1 秒
間隔で測定した圧力に基づいて認識されてます。エ
アー消費量が増加すると、エアータイムの残り時間
は急速に低下しますが、エアー消費量が低下すると、
エアータイムの残り時間はゆっくりと増加します。
この方法により、エアー消費量の一時的な低下に起
因する、楽観的過ぎるエアータイム予測を回避でき
ます。
エアータイムの残り時間の計算には、安全のために
35 bar（500 psi）の余剰が加算されています。つま
り、エアータイムがゼロと表示された場合でも、ま
だわずかにエアーが残っています。

 メモ: BCD を膨張させると、エアー消費量が一
時的に増加するため、エアータイムの計算に影響を
与えます。

ディープストップまたは減圧シーリングがアクティ
ブになっている場合、エアータイムの残り時間は表
示されません。 [DOWN] を長押しすると、エアータ
イムの残り時間を確認できます。
温度の変化はタンク圧に影響を与え、その結果とし
てエアータイムの計算にも影響を与えます。

エアー残量警告
タンク圧が 50 bar（700 psi）まで低下すると、ダイ
ブコンピュータはビープ音を 2 回鳴らし、圧力表示
を点滅させて警告します。
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タンク圧が規定のアラーム圧力まで低下し、残り時
間がゼロになると、ビープ音が 2 回鳴ります。

3.23.1. ワイヤレス送信
タンク圧データのワイヤレス送信を起動するには、
Suunto D4i は以下の操作が必要になります。
1. レギュレーターにワイヤレス・トランスミッター

を取り付ける。
2. Suunto D4i とトランスミッターをペアリングす

る。
3. Suunto D4i の設定でワイヤレス機能を有効化す

る。
電池の消費を防ぐため、5 分以上タンク圧に変化が
ない場合ワイヤレス・ト
ランスミッターは省電力モードになり、データ転送
が低速になります。
バッテリー残量が低下すると、オプションのトラン
スミッターがバッテリー残量（batt (batt)）警告を発
します。これは、タンク圧の値と交互に断続的に表
示されます。この警告が表示されたときは、ワイヤ
レス・トランスミッターのバッテリーを交換する必
要があります。

3.23.2. トランスミッターの取り付けとペアリ
ング
ワイヤレストランスミッターをご購入いただいた販
売店で、レギュレータへの取り付けを依頼すること
を推奨します。

72



取り付け後は、トランスミッターが正常に機能して
いるか必ず確認してください。
ワイヤレスでデータを受信するには、トランスミッ
ターと Suunto D4i をペアリングする必要がありま
す。
タンク圧が 15 bar（300 psi）を超えると、トランス
ミッターが起動します。その後トランスミッター
は、コード番号とともに圧力データの送信を始めま
す。
Suunto D4i は、トランスミッターから 0.3 m（1 ft）
以内にあると、コードを受信・保存します。トラン
スミッターと Suunto D4i がペアリングされました。
Suunto D4i に、このコードで受信する圧力データが
表示されます。このコード設定により、Suunto ワイ
ヤレストランスミッターを使用している他のダイバ
ーとの混線を防ぐことができます。

 メモ: 通常、ペアリング手順は一度だけ行いま
す。グループ内の他のダイバーが同じコードを使用
している場合は、もう一度ペアリングを行う必要が
あります。

新しいトランスミッターコードを割り当てる：
1. タンクバルブをゆっくりと開き完全に加圧しま

す。
2. タンクのバルブを閉じます。
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3. レギュレータのパージボタンを使用しタンク圧
が 10bar（145 psi）未満になるように圧を下げ
ます。

4. 10 秒程待ってから、再度バルブを開き 15bar
（300psi）以上になるように圧力を上げます。

トランスミッターが自動的に新しいコードを割り当
てます。Suunto D4i とトランスミッターを再ペア
リングする：
1. Free（フリー）以外のダイブモードで、 [DOWN]

を長押しして設定に入ります。
2. [DOWN] を押して Tank Press Pairing（タンク

圧ペアリング）までスクロールし、SELECT を
押します。

3. Tank Press Pairing（タンク圧ペアリング）は
On（オン）に設定されていることを確認して
[SELECT] を押します。

4. コード番号が表示されます。 [UP] を押してコー
ドを解除します。

5. [SELECT] を押します。
6. [MODE] を押して終了します。
タンク圧を 15 bar（300 psi）以上にした状態で、ト
ランスミッターに Suunto D4i を近づけます。ペア
リングが終了したとき、ダイブコンピュータは新し
いコード番号と送信されたタンク圧を表示します。
データを受信する度にワイヤレストランスミッター
インディケータが点滅します。
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3.23.3. 送信データ
ペアリングを行うと、Suunto D4i がトランスミッタ
ーからタンク圧データを受信するようになります。
Suunto D4i が信号を受信すると、ディスプレイの左
下に以下のいずれかの記号が常に表示されます。

表示記号 意味

Cd:– コード番号の設定なし、受信待
機中

Cd:10 現在のコード番号。コード番
号には 01～40 が自動的に割
り振られます。

- - - シンボルが点滅。残圧が 360
bar（5220 psi）以上。

直近の残圧に
続き、no conn

1 分間タンク圧のデータが更
新されていない。解決策は以
下を参照してください。

- - -に続き、no
conn

5 分間タンク圧のデータが更
新されていない。解決策は以
下を参照してください。

no conn 「no conn（通信なし）」という
テキストは、ユニットがトラン
スミッターからデータを受信
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表示記号 意味
していないときに表示されま
す。
1 分以上残圧の変化がない。
最後に受信した残圧が点滅。
フラッシュ 記号が表示されな
い。
これは以下が原因で発生しま
す。
1. トランスミッターが通信圏

（>1.2 m（4 ft））外にある
2. トランスミッターが省電力

モードになっている
3. トランスミッターが別のコ

ードを使用している。これ
を修正するには：

レギュレータから呼吸をして
トランスミッターを起動しま
す。ダイブコンピュータをト
ランスミッターに近づけ、フラ
ッシュ記号が表示されている
か確認します。表示されない
場合、トランスミッターを再度
ペアリングし、新しいコード番
号を受信します。
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表示記号 意味

batt ワイヤレストランスミッター
の電池残量が少ない。トラン
スミッターのバッテリー交換
が必要。

3.23.4. タンク圧アラーム
タンク圧アラームには 2 種類のアラームがありま
す。アラームのひとつは 50 bar（700 psi）に固定さ
れ、変更はできません。
もうひとつのアラームはユーザーが任意で設定可能
です。アラームの範囲は、10～200 bar（200～3000
psi）のタンク圧で設定でき、アラームはオン/オフ
が可能です。
タンク圧アラームを設定する：
1. ダイブモードで、 [DOWN] を長押しして設定に

入ります。
2. [DOWN] を押して Tank Press Alarm（タンク圧

アラーム）までスクロールし、 [SELECT] を押し
ます。

3. [UP] を押してアラームをオンにし、 [SELECT]
で確定します。

4. [UP] または [DOWN] でタンク圧を調整し、
[SELECT] で確定します。

5. [MODE] を押して終了します。
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3.2. 3.23.5. エアータイム
エアータイムは、ワイヤレストランスミッターを使
用しているときのみ表示されます。
エアータイムを起動する：
1. ダイブモードで、 [DOWN] を長押しします。
2. [DOWN] を押して Air Time（エアー時間）まで

スクロールします。
3. エアー時間の読み込みをオンにするには [UP] を

押します。
4. [SELECT] を押します。
5. [MODE] を押して終了します。

3.24. トーン
デバイスのトーンは、オン/オフにできます。トーン
がオフのとき、アラームは鳴りません。
トーンを設定する：
1. 時刻モードで、 [DOWN] を長押しします。
2. [DOWN] または [UP] を押して Tones（トーン）

までスクロールし、 [SELECT] を押します。
3. [DOWN] または [UP] を押してオン/オフを切り

替えて、 [SELECT] で確定します。
4. [MODE] を押して終了します。
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3.25. ウォーターコンタクト
ウォーターコンタクトは、ケースの側面にあります。
ウォーターコンタクトは自動的にダイブモードを作
動させる役目を持っています。Suunto D4i は水を
検知するとダイブ状態に切り替わり、水深 1.2 m（4
ft）で水深計が水圧を検知します。
                   

AC

AC (AC)は、ウォーターコンタクトが停止するまで
表示されます。ウォーターコンタクトはいつでも清
潔に保つことが重要です。汚れやほこりがあると、
自動起動／停止が正しく機能しないことがありま
す。

 メモ: ウォーターコンタクト周辺に水分がある
と、ダイブモードが起動する場合があります。例え
ば、手を洗ったり汗をかいている状態にあると AC
が起動することがあります。バッテリーの消費を抑
えるために、柔らかいタオルでウォーターコンタク
トを乾燥させると AC 表示が消えます。
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4. お手入れとサポート
4.1. 取り扱い方法
Suunto D4i の取り扱いには、細心の注意を払ってく
ださい。本機の落下もしくは乱暴な取り扱いは、内
部の繊細な電子コンポーネントにダメージを与える
可能性があります。
このダイブコンピュータを持って旅行するときはし
っかりと梱包し、預け入れまたは機内持ち込み荷物
に入れてください。バッグやその他の容器に入れ、
その内部で動き回ったりぶつかったりしないように
します。
絶対に、Suunto D4i をご自身で解体、修理しないで
ください。本機に問題がある場合は、お近くの
Suunto 認定サービスセンターへご連絡ください。

 警告: デバイスの防水性を点検してください。
デバイス内、バッテリーカバー内の湿気は装置に多
大なダメージを与えます。必ずスント認定サービス
センターでサービスを受けてください。

ダイブコンピュータご使用後には、必ず真水で洗っ
て乾かしてください。塩水に潜水した後はよくすす
いでください。
水深センサー部、ウォーターコンタクト、ボタン、
USB ケーブルポートには特に注意してください。
ダイブコンピュータを洗う前に USB ケーブルを使
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った場合、使用後にはケーブルのダイブコンピュー
タ接続部もすすいでください。
ご使用後に、真水ですすぎ中性洗剤できれいにした
場合、本体を柔らかい布などを使用し十分に水分を
拭き取ってください。

 メモ: ダイビング器材をすすぐ溜め水に、
Suunto D4i を放置しないでください。水中でもデ
ィスプレイがオンの状態の場合バッテリーは消費さ
れています。

Suunto が提供するアクセサリのみを使用してくだ
さい。純正品以外のアクセサリを使用して発生した
不具合は保証の対象外となります。

 警告: 圧縮空気または高圧水ホースを使ってダ
イブコンピュータを洗浄しないでください。ダイブ
コンピュータの圧力センサーが永久的に損傷する可
能性があります。

 ヒント: Suunto D4i で www.suunto.com/register
を製品登録することができます。

4.2. 防水性
Suunto D4i は、水深 100 メートル（328 ft）まで、
ダイブウォッチの ISO 6425 規格に準拠した防水性
があります。
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 警告: 防水性は、動作可能最大深度には関連しま
せん。このダイブコンピューターの動作可能最大深
度は 120 メートル（393 ft）です。

防水性を維持するには、以下の一般的な使用上の注
意に従ってください。
• ダイブコンピューターを用途以外の目的には使

用しないでください。
• 何らかの修理が必要な場合は、正規スントサービ

スセンター、正規代理店または販売店にご連絡く
ださい。

• 砂やほこりなどの汚れからダイブコンピュータ
ーを保護してください。

• ご自身で本体・ケースを分解しないでください。
• ダイブコンピューターを急激な気温変化または

水温変化にさらさないようにしてください。
• 海水などの塩水でダイブコンピューターを使用

した後は、必ず真水で洗ってください。
• ダイブコンピューターを叩いたり、落としたりし

ないでください。

4.3. バッテリー交換
Suunto D4i は、電池残量が低下すると警告としてバ
ッテリーマークを表示します。このとき、バッテリ
ー交換が行われるまで Suunto D4i をダイビングに
使用しないでください。
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バッテリー交換が必要なときは、正規スントサービ
スセンターまでご連絡ください。交換の際は、バッ
テリー収納部やコンピュータの内部に水が漏れない
ように正しい方法で行う必要があります。
不適切な方法でバッテリー交換を行ったことによる
損傷は、保証の対象外となります。
保存されているログ、ヒストリーは通常のバッテリ
ー交換で消えることはありませんが、バッテリー交
換以外の修理を行う必要がある場合にはログが消え
る場合がございます。バッテリー交換や修理をご依
頼の場合はあらかじめログブックなどにお控え下さ
い。その他の設定はデフォルト値にリセットされま
す。
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5. 参照
5.1. 技術仕様
寸法と重量
• 長さ：50 mm（1.97 in）
• 幅：50 mm（1.97 in）
• 厚み：16.0 mm（0.61 in）
• 重量：85 g（3.0 oz）

動作条件
• 防水性：100 m（328 ft）（ISO 6425 規格）
• 高度範囲：海抜 0～3000 m（0～10,000 ft）
• 動作温度：0～40 ｰC（32～104 ｰF）
• 保管温度：-20～+50 ｰC（-4～+122 ｰF）
• メンテナンスサイクル：200 回の潜水または 2 年

間（いずれか早いほう）

深度計
• 温度補正圧力センサー
• 最大静水圧：10 bar（145 psi）（EN 13319 およ

び ISO 6425 に準拠）
• 100 m（328 ft）までの精度（EN 13319 規格）
• 深度表示範囲：0～300 m（0～984 ft）
• 解像度：0～100 m で 0.1 m（0～328 ft で 1 ft）
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温度表示
• 解像度：1 °
• 表示範囲：-20 °C～+50 °C（-4 °F～+122 °F）
• 精度：温度変化の 20 分以内で± 2 °C（± 3.6 °F）

ナイトロックスモード
• 酸素：21～50%
• 酸素分圧（pO2）：0.2～3.0
• 酸素割合限界：0～200%（1%単位での表示）
• 混合ガス 1

その他の表示
• ダイブタイム：0～999 分
• 水面休息時間：0～99 時間 59 分
• ダイブナンバー：0～999（反復潜水）
• 減圧不要限界：0～99 分（99 分以降は「–」）
• 浮上時間：0～999 分（999 分以降は「–」）
• シーリング深度：3.0～150 m（10～492 ft）

カレンダークロック
• 精度：ｱ 25 秒／月（常温 20℃（68 ｰF）を前提）
• 12/24 時間表示

ストップウォッチ
• 精度：1 秒
• 表示範囲：0’00～99’59
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• 解像度：1 秒

ログブック
• エアーおよびナイトロックスモードでのサンプ

ルレート：20 秒（デフォルト）
• フリーダイビングモードでのサンプルレート：2

秒（デフォルト）
• メモリー容量：約 60 時間（20 秒間のレコーディ

ング間隔）、トランスミッターデータなし。トラ
ンスミッターデータがある場合、容量は約 40 時
間分です。フリーダイブモード（2 秒間のレコー
ディング間隔）では、最大容量は 3 時間です。

組織演算モデル
• Suunto RGBM
• 動作可能最大深度：120 m（393 ft）

無線トランシーバー
• 周波数帯域：シングルチャンネル 5.3 kHz
• 最大送信出力：110 mW
• 範囲：1.5 m / 4.9 ft

製造元
Suunto Oy
Tammiston Kauppatie 7 A
FI-01510 Vantaa FINLAND
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5.2. コンプライアンス
5.2.1. CE
Suunto Oy は、無線機器タイプ DW172 が指令
2014/53/EU に準拠していることを宣言します。EU
適合宣言の全文は、次のリンク先から入手可能で
す：www.suunto.com/EUconformity。
5.2.2. EU 深度 ゲージ 基準
EN13319 は、ヨーロッパのダイビング水深計基準で
す。Suunto のダイブコンピュータは、この基準に準
拠して設計されています。

5.3. 商標
Suunto D4i、そのロゴ、およびその他のスントブラ
ンドの商標と製造名は Suunto Oy の登録商標また
は商標です。無断複写・転載を禁じます。

5.4. 特許
本製品は次の特許権及び特許出願書類、ならびにそ
れらに適用される法律により保護されています。
US 5,845,235, US 7,349,805, US 8,660,826. 追加の
特許申 請が提出される可能性があります.

5.5. 製品に関する国際限定保証
Suunto は、保証期間内において、Suunto または
Suunto サービスセンターにより、保証対象と判 断
された場合に限り、素材または作業における不具合
の改善・修理を無償で行うことを保証しま す。その
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内容は、本国際限定保証の条件に従って、a) 製品ま
たは部品の修理、b) 製品または 部品の交換のいずれ
かになります。本国際限定保証は、現地法がそれ以
外を規定する場合を除 き、購入国に関わらず法的強
制力を持ちますが、消費財の販売を統制する適用国
内法に基づ いて消費者が保有する法的権利に何ら
影響を与えることはありません。

保証期間
本国際限定保証が適用される保証期間は、最初の購
入者であるお客様が製品を購入された日から開始し
ます。
スマートウォッチ、ダイブコンピュータ、心拍数送
信機、ダイブ送信機、ダイブ機械器具、および機械
精密機器の保証期間は、特に記載の無い限り２年間
となります。
Suunto チェストストラップ、ウォッチストラップ、
充電器、ケーブル、充電式バッテリー、ブレスレッ
ト、ホースなどを含むがこれに限定されないアクセ
サリーの保証期間は、1 年間となります。
Suunto ダイブコンピュータに内蔵の深度測定（圧
力）センサーに起因する故障および損傷については、
保証期間は 5 年間となります。

除外・制限条項
以下の場合、本国際限定保証の対象となりません：
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1. a. 傷、摩耗、または非金属ストラップの変色お
よび／または材質の変化などの通常の使用
損耗、

b. 不適切な取り扱いに起因する欠陥・不具合、
c) 使用目的または推奨されている使用法に
反した使用、不適切なケア、過失、および落
下または衝突などの事故に起因する欠陥ま
たは損 傷

2. 印刷物およびパッケージ
3. Suunto によって製造または提供されていないす

べての製品、付属品・アクセサリー、ソフトウェ
アの使用に起因する欠陥または欠陥の疑い

4. Suunto は、非充電式バッテリーに起因する製品
または付属品・アクセサリーの動作の中断、ま
たはエラーがないことを保証せず、さらには、第
三者によって提供されたハードウェ アまたはソ
フトウェアを使用した場合に製品またはアクセ
サリーが動作することを保証しません。 製品ま
たはアクセサリーが以下に該当する場合、本国際
限定保証は法的拘束力を失います：

1. 使用目的を超えて分解された場合
2. 不正な補修部品を使用して修理された場合、かつ

非公認のサービスセンターによって改造または
修理された場合

3. シリアルナンバーが除去、改変された、または判
読不能になったと、Suunto がその自由裁量で判
断した場合
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4. 日焼け止め剤、防虫剤やこれに限定されない化学
薬品にさらされた場合

Suunto 保証サービスの利用
Suunto 保証サービスを利用するには、購入証明書の
提出が必要になります。本国際限定保証 に基づく
国際的な保証サービスの利用には、
www.suunto.com/register にてオンラインで製品 を
登録していることが条件となります。保証サービス
を受ける方法に関する説明については、
www.suunto.com/warranty をご覧になるか、最寄り
の Suunto 正規販売店へ連絡、または Suunto サービ
スセンターへお電話にてお問い合わせください。

責任制限
適用される強制法により許される最大限の範囲内に
おいて、本国際限定保証はお客様の唯一 かつ排他的
な救済手段であり、明示または黙示を問わず、すべ
ての他の保証に代わるものです。 Suunto は、見込
まれる便益の喪失、データの喪失、使用不能による
損失、資本コスト、任意の 代替機器または施設に関
する費用、サードパーティによるクレーム、製品の
購入や利用、または保 証違反による資産への損傷、
契約違反、不注意、不正行為、または任意の法理あ
るいは公理 を含むがこれに限定されない特殊損害、
偶発的損害、懲罰的損害または間接的損害について
は、 Suunto がかかる損傷の可能性を予期できてい
た場合であっても、その責任を負わないものとしま
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す。 Suunto は保証サービスの提供における遅延に
おいて責任を負わないものとします。

5.6. Copyright
© Suunto Oy 10/2012. All Rights reserved.Suunto、
Suunto 製品名、ロゴおよびその他の Suunto ブラン
ド商標と名称は Suunto Oy の登録商標または未登
録商標です。本文書およびその内容は Suunto Oy
に帰属し、Suunto 製品の操作に関する知識および情
報をユーザーに提供する目的にのみ作成されていま
す。Suunto Oy の書面による同意なしに、上記以外
のために本文書の内容を使用または配布、伝達、公
開あるいは複製することができません。Suunto は
本文書に含まれる情報が包括的かつ正確であること
に十分な配慮を行っていますが、明示的または黙示
的を問わずその正確性に対する保証はありません。
本文書の内容は予告なし、変更されることがありま
す。本文書の最新版は www.suunto.com からダウ
ンロードできます。

5.7. 用語
用語 意味

高所潜水 海抜 300m より高い場所での潜
水。

浮上速度 ダイバーが水面まで浮上していく
速度。
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用語 意味

浮上時間 減圧停止を必要とする潜水におい
て、水面まで到達するために最小
限必要な時間。

シーリング 減圧潜水でコンピュータが窒素の
溶解を基に、ダイバーが安全に浮
上（減圧）できる最も浅い深度。

CNS 中枢神経系中毒。酸素により引き
起こされる中毒。様々な神経系の
症状の原因になることもありま
す。中でも最も重要なものはてん
かんのような痙攣で、これにより
ダイバーが溺れることもありま
す。

CNS% 中枢神経系中毒の限界の割合

コンパート
メント

「組織グループ」を参照してくださ
い。

DM5 Suunto DM5 ソフトウェア。

減圧 水面に到達するまでに減圧停止ま
たは範囲で一定の時間留まり、体
内に吸収された窒素が組織から自
然に排出されることを促す。
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用語 意味

減圧範囲 減圧停止を要する潜水において、
浮上時にダイバーが必ず一定時間
留まらなければならないフロアー
とシーリングの間の深度の範囲。

DCS 減圧症（病）減圧が十分に行われ
ない場合に体の組織や体液に窒素
の気泡が発生し、そこから直接ま
たは間接的に起こる様々な症状。

ダイブシリ
ーズ

コンピュータが残留窒素の計算を
している間の反復潜水グループ。
残留窒素が“0”になるとそのダイブ
シリーズは終了する。

ダイブタイ
ム（潜水時
間）

潜水を開始から浮上して水面に戻
るときまでの経過時間

フロアー 減圧停止を要する潜水において、
減圧が行われる減圧範囲の最も深
い深度。

He% 呼吸ガスのヘリウムの割合

MOD 呼吸ガスの最大許容深度。使用す
る混合ガスの酸素分圧（PO2）が安
全限度を超える深度のこと。
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用語 意味

マルチレベ
ル・ダイビ
ング

複数の深度で過ごす時間が含まれ
る単独または反復潜水。したがっ
て、減圧不要限界は最大深度だけ
では計算できない。

ナイトロッ
クス（Nx）

通常のエアー（酸素 21％）より酸
素濃度を高めた酸素と窒素の混合
気体。

減圧不要限
界（減圧停
止が必要な
い時間）

減圧停止などの規制なしで水面に
浮上することができる潜水。

No dec
time

減圧不要限界の略語

OC オープンサーキット。排気を全て
排出するスクーバ。

OLF% 酸素割合限界。ダイバーが暴露さ
れている酸素毒性。

O2% 呼吸ガスの中の酸素割合もしくは
酸素比率。通常のエアーには 21％
の酸素が含まれています。
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用語 意味

酸素分圧
（O2）

ナイトロックスが安全に使用でき
る最大深度を制限します。エンリ
ッチドエアーダイビングでの最大
分圧は、1.4 bar（20 psi）。限度は
1.6 bar（23 psi）。この限界を超え
た潜水には即時の酸素中毒の危険
が伴います。

縮小勾配気
泡モデル

（RGBM）。

ダイバーの体内組織で吸収・排出
されるガスを追跡する最新アルゴ
リズム。

反復潜水 前回の潜水により吸収された残留
窒素により無減圧限度時間が影響
される潜水。

残留窒素 一回以上の潜水後にダイバーの体
内に残された窒素の量。

スクーバ 自給式水中呼吸装置

水面休息時
間

潜水後、次の反復潜水を開始する
までの水面での経過時間（サーフ
ェスインターバル）。

組織グルー
プ

減圧テーブルまたは減圧計算作成
のために体内組織をモデル化する
理論上の構想。
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用語 意味

トライミッ
クス

ヘリウム、酸素、窒素混合の呼吸
ガス。

96



インデックス
AC 表示..........  79
Air................... 22
Alarms............  23
ascent time..... 36
care................  80
contrast..........  43
decompression
dive................. 36
decompression
stop................  36
deepstop........  36
Display...........  43
Dive modes....  51
Dive planning.  53
Diving mode...  22
Er.................... 55
Free................ 51
handling.......... 80
installing.........  72
Logbook.........  43
Memory mode  43
No-fly time......  63
Notifications.... 23
pairing............  72
RGBM............  66
safety stop...... 36
Surface time...  63
Time...............  35

transmitted data
.......................  75
units................ 34
Warnings........  23
wash............... 80
Wireless
Transmitter..........
21 , 72, 75
アラーム......... 35
エアー............  49
エラー表示.....  55
ダイブ............  47
ダイブモード.. 49
タンク圧......... 72
デ ィ ー プ ス ト ッ
プ.................... 58
ディスプレイ.. 12
バッテリー..........
21 , 82
バ ッ テ リ ー 残 量
警告................  21
フリーモード.. 52
モード.....  12 , 47
モードの変更.. 12
安全性............  67
安全停止.. 31 , 58
起動................  19
減圧...  66 , 67, 68

97



個人調整......... 56
高 所 ダ イ ビ ン グ
.......................  68
高度調整......... 56

酸素毒性......... 69
事前チェック.. 19
時刻モード.....  33
用語集............  91

98



SUUNTO CUSTOMER SUPPORT

www.suunto.com/support
www.suunto.com/register

Manufacturer:
Suunto Oy
Tammiston kauppatie 7 A,
FI-01510 Vantaa FINLAND

© Suunto Oy 06/2021
Suunto is a registered trademark of Suunto Oy. All Rights reserved.

https://www.suunto.com/support
https://www.suunto.com/register

	Suunto D4i
	1. 安全性
	2. はじめに
	2.1. ディスプレイの状態と表示
	2.2. 基本設定
	2.3. アイコン
	2.4. ソフトウェアバージョンのチェック
	2.5. 製品の互換性

	3. 特徴
	3.1. コンピューターの起動と事前チェック
	3.1.1. ワイヤレストランスミッターの事前チェック
	3.1.2. バッテリー残量の表示

	3.2. エアータイム
	3.3. アラーム・警告・通知
	3.4. アプネアタイマー
	3.5. 浮上速度
	3.6. バックライト
	3.7. ブックマーク
	3.8. 時刻・日付表示
	3.8.1. 時刻
	3.8.2. 日付
	3.8.3. 単位
	3.8.4. デュアルタイム
	3.8.5. アラーム機能

	3.9. 減圧潜水
	3.10. 深度アラーム
	3.11. ディスプレイコントラスト
	3.12. ダイブヒストリー
	3.13. ダイブモード
	3.13.1. エアーモード
	3.13.2. ナイトロックスモード
	3.13.3. フリーモード
	3.13.3.1. 深度通知


	3.14. ダイブプランモード
	3.15. ダイブタイムアラーム
	3.16. エラー表示（アルゴリズムのロック）
	3.17. 個人調整と高度調整
	3.18. 安全停止とディープストップ
	3.19. サンプルレート
	3.20. ストップウォッチ
	3.21. 水面休息時間と飛行機搭乗禁止時間
	3.22. Suunto RGBM
	3.22.1. ダイバーの安全性
	3.22.2. 高所潜水
	3.22.3. 酸素曝露

	3.23. タンク圧
	3.23.1. ワイヤレス送信
	3.23.2. トランスミッターの取り付けとペアリング
	3.23.3. 送信データ
	3.23.4. タンク圧アラーム
	3.23.5. エアータイム

	3.24. トーン
	3.25. ウォーターコンタクト

	4. お手入れとサポート
	4.1. 取り扱い方法
	4.2. 防水性
	4.3. バッテリー交換

	5. 参照
	5.1. 技術仕様
	5.2. コンプライアンス
	5.2.1. CE
	5.2.2. EU 深度 ゲージ 基準

	5.3. 商標
	5.4. 特許
	5.5. 製品に関する国際限定保証
	5.6. Copyright
	5.7. 用語


